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【公表番号】特表2010-528852(P2010-528852A)
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【手続補正書】
【提出日】平成23年5月20日(2011.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板に流体を塗布する塗布装置（１）のバルブ装置（２，２．１）であって、
　バルブ本体（１５，１５．１）と、
　圧力による前記流体の送出を行うための関連するノズル（３，３．１）を含み、流体及
び弁座（４１，４１．１）を収容できる内部チャンバ（８，８．１）を有するバルブハウ
ジング（４，４．１）と、
　流圧を受けることができる供給流体チャンバ（１１，１１．１）と、
　供給流体チャンバ（１１，１１．１）とバルブハウジングの内部チャンバ（８，８．１
）との間の流体接続部と、
　戻り力に抗して前後に可動のバルブピストン（５１，５１．１）を有する電磁気装置に
より形成されるとともに、前記バルブノズル（３，３．１）を開閉させるための前記弁座
（４１，４１．１）に関与するバルブ作動装置（５，５．１）と、
　調整ピストン（６１，６１．１）を形成し、前記バルブピストン（５１，５１．１）が
動作時に接触するとともに、ピストンストロークを設定及び調整するために前記ストロー
クの方向に移動可能に取り付けられたピストン止め（６０，６０．１）と、
を備え、前記バルブ作動装置（５，５．１）は、前記供給流体チャンバ（１１，１１．１
）と前記バルブハウジング（４，４．１）との間に配置され、前記バルブノズル（３，３
．１）は、該バルブノズルを備えた前記バルブ装置（２，２．１）のノズル側に着脱可能
に取り付けられ、
　前記バルブ装置（２，２．１）が、前記ノズル側の底部において前記バルブ本体（１５
，１５．１）を閉じる、前記バルブピストン（５１，５１．１）用の取付口（１３，１３
．１）を備えたノズル板（１２１，１２１．１）を有し、前記バルブハウジング（４，４
．１）が、前記ノズル板（１２１，１２１．１）の前記取付口（１３，１３．１）に下か
ら取り付けできるとともに取り外しできる閉鎖部材（１４，１４．１）であるノズルオリ
フィスの形で設計され、前記バルブノズル（３，３．１）が前記バルブハウジング（４，
４．１）の一部を形成し、前記バルブピストン（５１，５１．１）が、前記閉鎖部材（１
４，１４．１）を取り付けた際の前記弁座（４１，４１．１）による前記バルブノズル（
３，３．１）の開閉に関与する一方で、前記閉鎖部材（１４，１４．１）を取り外したと
きには、取り外し及び取り付けのために前記ノズル板（１２１，１２１．１）の前記取付
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口（１３，１３．１）を通じて露出され、前記バルブ装置（２，２．１）には、フロー角
の無い状態を保持するとともに前記バルブ作動装置（５，５．１）を経由して前記供給流
体チャンバ（１１，１１．１）を前記バルブハウジングの内部チャンバ（８，８．１）の
前記弁座（４１，４１．１）に接続する少なくとも１つの直線流体ダクト（７，７．１）
が設けられ、前記バルブピストン（５１，５１．１）と前記調整ピストン（６１，６１．
１）の一部とが、前記ノズルオリフィスの閉鎖部材（１４，１４．１）を取り外したとき
に、クリーニングのために前記取付口（１３，１３．１）を通じて露出される前記直線流
体ダクト（７，７．１）の壁（７１，７１．１）を一体に形成する、
ことを特徴とするバルブ装置。
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